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新機能概要

拡張子を刷新

田園住居地域に対応

異幅道路に対応

異なる地盤面の天空率算定領域の自動グループ化に対応

令132条第3項の区域の自動生成基準の見直し

グループの測定点作成方法の強化

天空率三斜求積表がJCBA方式に対応

天空図出力設定の簡略化

1



拡張子を刷新
ADSファイルと中間ファイルがver10の新機能に対応した拡張子になりました。
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ADSファイル

ADSF形式(.adsf) ― ― ○

CW3形式(.cw3) ― ○ △

CW2形式(.cw2) ○ △ △

中間ファイル

ADSX形式(.adsx) ― ― ○

ADX形式(.adx) ○ ○ △

○：保存、読込可能
△：読込のみ可能
―：非対応
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田園住居地域に対応
平成30年改正建築基準法より追加された用途地域「田園住居地域」に対応しました。

※「10ｍ」及び「12ｍ」の表記は法第55条による建物高さの限度を示します。

○田園住居地域とは
住宅と農地が混在し、両者が調和して良好な居住環境と営農環境を形成している地域を、あるべき市街
地像として都市計画 に位置付け、開発/建築規制を通じてその実現を図ることを目的とした用途地域です。
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異幅道路に対応
1つの道路で幅員が異なる、異幅道路に対応しました。

道路境界線に対して、始点側幅員・終点側幅員を設定することができます。

採用道路幅員が、容積率の算定や2以上の道路の緩和の判定の幅員となります。
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異幅道路に対応

日影規制ラインの自動生成 天空率算定領域の自動生成
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異幅道路に対応

2面以上の異幅道路による天空率算定領域の自動生成にも対応
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異なる地盤面の天空率算定領域の自動グループ化に対応
地盤面ごとに区域区分を行わない天空率算定領域の自動生成に対応しました。

分割地盤のグループ化
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「建築確認のための基準総則・集団規定の適用事例」(2017年度版)
図2-7-60より参照
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令132条第3項の区域の自動生成基準の見直し
JCBA方式では算定を行わない、2以上の前面道路がある場合の大きい幅員の道路から令132条第3項の区域
の天空率算定領域を自動生成しない設定を追加しました。

※JCBA方式以外の取り扱いでは当該区域の天空率算定
を求められる場合があります。
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左図区域②の天空率算定領域を自動生成しない設定を追加しました。
算定不要な天空率算定領域が生成されないため、天空率算定領域の確認や
出力の設定の手間を軽減することができます。

「建築確認のための基準総則・集団規定の適用事例」
(2017年度版) 図2-7-17より参照
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グループの測定点作成方法の強化
グループの測定ライン作成方法のパラメーターを追加し、より詳細な測定ラインの設定や異幅道路に対応し
た設定が可能になりました。

突当り道路の設定等で操作が簡略化できます。
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天空率三斜求積表がJCBA方式に対応
天空率計算の計算過程及び天空率三斜求積表が、JCBA方式の「計算過程における小数点以下の取り扱い」
に対応しました。

適合建築物：計算過程で切り上げ 計画建築物：計算過程で切り捨て

「建築確認のための基準総則・
集団規定の適用事例」(2017年度版)
表2-7-1より参照
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天空図出力設定の簡略化
日影天空図と天空率天空図に出力の設定を分割し簡略化することで、設定項目が分かり易くなりました。

日影天空図と天空率天空図の
設定ダイアログが共通です。

日影天空図と天空率天空図の設定
ダイアログを分割しました。
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